
Experiment-A3 

楽曲作成の実験A3

操作（.mex の利用）



ユーザ pi2 を選択



画面サイズの選択で Middle をクリックします。





つづき、メイン画面から開始します。

A! Music Server 本体と外部の機器を接続
して、音楽を作成します。
演奏データは.mid ではなく .mex ファイル
を使って音楽制作の効率を高めた環境で作
業を行います。

[Begin] ボタンを押します。



mse画面のリンクが表示されます。
リンクをクリックします。



mse画面が表示されます。

Abc_000.meg ファイルを確定するため、
[Begin] ボタンを押します。



ファイル名 yst_000.meg が表示されます。
mse画面ではこのパートを主に編集を行
い実行結果を確認して作業を行います。

A! Music Server で演奏をするため、実行
ファイルは .mex を選択してください。

.mex ファイル利用の利点
マルチポートMIDIの利用
スムーズな演奏確認、繰り返し
演奏中のシーケンス、小節を表示
パート毎の演奏確認
MIDIタイムコードの利用



[mse/000] ボタンを押してください。



[mse/000] ボタンを押すと、実行画面の
リンクが表示されます。



[mse/000] ボタンを押すと、
以下の実行画面が表示されます。



演奏開始前には、[Stop/Clear] ボタンを押してください。

.mex ファイルの演奏は、サーバーとは別の
CPUで実行されます。サーバーで作成された .mex ファイルは演奏CPUにデータを転
送しながら演奏を行います。このため演奏を開始する前に必ずデータ転送を終了する
必要があります。



!!Play start yst-00a_0.0 の演奏表示
サーバー本体は、シーケンス、小節番号を表
示しながら演奏を行います。



[Pose] は、演奏の一時停止です。



演奏の停止、[Stop/Clear] ボタンを押してください。

.mex ファイルの演奏は、サーバーとは別の
CPUで実行されます。サーバーで作成された .mex ファイルは演奏CPUにデータを転
送しながら演奏を行います。このため演奏を開始する前に必ずデータ転送を終了する
必要があります。



Setting Sample 1

PC

AUDIO INTERFACE

DAWソフトは Cubase LE AI
を使います。
表示の音源は付属のHALION SONIC SE3です。

A! Music Server



DAWソフトは Cubase LE AI
を使います。
表示の音源は付属のHALION SONIC SE3です。

１－１６チャンネルに
楽器を割り当てます。

1.   Piccoro
2.   Flute
3.   Oboe
4.   Pad
5.   Fx3
6.   Cholr
7.   Guitar
8.   Electric Guitar
9.   Acoustic Guitar
10. Durm kit
11. Rercussion
12. Organ
13. Stringth
14. Solo Violin
15. Cello
16. Bass



HALION SONIC SE3 に割り当
てた楽器データを
yst.dat の楽器ファイル
Port 0 に記載します。
各チャネルに楽器名を記載し
ます。

PC#にプログラムチェンジの
番号を記載することで演奏開
始前に楽器設定を行うことが
可能です。

ここでは、Cubase で楽器設定
済ですのでプログラムチェン
ジは行いません。

*PC#は .. を記入します。



HALION SONIC SE3 に割り当
てた楽器データを
yst.dat の楽器ファイル
Port 0 に記載します。
各チャネルに楽器名を記載し
ます。

PC#にプログラムチェンジの
番号を記載することで演奏開
始前に楽器設定を行うことが
可能です。

ここでは、Cubase で楽器設定
済ですのでプログラムチェン
ジは行いません。

*PC#は .. を記入します。



スピーカーの接続

SP SP

PC

AUDIO INTERFACE

DAWソフトは Cubase LE AI
を使います。

A! Music Server



機器の接続例

Wireless 
LAN

AP

SP SP

PC

AUDIO INTERFACE

DAWソフトは Stainberg社、
Cubase LE AI を使います。

A! Music Server

Private LAN

作業用PC



演奏の開始前に必ず、
演奏の停止、[Stop/Clear] ボタンを押してください。

.mex ファイルの演奏は、サーバーとは別の
CPUで実行されます。サーバーで作成された .mex ファイルは演奏CPUにデータを転
送しながら演奏を行います。このため演奏を開始する前に必ずデータ転送を終了する
必要があります。



演奏の確認をします。

黄色のLED(TXD) が点灯しサーバーから演奏データが
演奏用CPUに転送され、演奏が開始します。
演奏中は、緑色LEDが点灯します。
Port 1、2 は背面、その他は表面 LED（TXS)が点灯します。

また、LCD に !!Play start yst-00a_0.0 の演奏表示
７セグメントLED はシーケンス、小節番号を表示します。



Wireless 
LAN

AP

音源

SPSP

PC

Setting Example 2

A! Music ServerPrivate LAN



yst.dat ファイルの楽器設定

各チャネルの楽器割り当てと
プログラム・チェンジNO. の
設定をします。



プログラム・チェンジ NOは
yst.datに記載されています。

（yst.dat ファイルをスクロー
ルしてください。）



Wireless 
LAN

AP

音源

SPSP

PC

Setting Example 3

A! Music ServerPrivate LAN

yst.dat のファイルは
楽器の設定に合わせ
て編集してください。



楽器ファイルを作者のスタジオ環境に合わせて作成しておくことで曲に合った楽器編成を容易に
準備が出来るようになります。
ここまでの説明でテンプレートとしての楽曲作成の準備ができました。
あとは、コード進行を演奏してみながらレッスン等を参照して楽曲作成を進めてください。
シンセパートやリズムパートに音符を入れてみて進めると実際の操作と音楽の確認ができますの
で少しづつでも慣れてください。

その他、
お勧めとして、利用するブラウザーは、上書きモードが可能なマイクロソフトのIEが便利です。
最新のEdgeは上書きモードができないようです。
Edge でIEを使う場合は、スタートメニューからIE の検索をおこなって Internet Explorerを選択
してください。

ブラウザーの設定では、プロキシーは利用しないにしてください。
プロキシーを行うと画面の変更が反映されないままになってしまいます。
クッキーは必要です。セキュリティ保護のため外部とのネットワーク接続は行わないでください。

詳細は、マニュアル、レッスンをご参照ください。

A!ppyo logo 、
ロゴの意味、アヒルのひよこが成長して沢山の卵「音楽」が生まれることを願っています。



画面です。 [Top] ボタンでホームに戻ります。



機器とソフトウエア

写真の機器リスト
1. A! Music Server
2. Audio Interface (Steinberg UR22mkII)
3. Roland XV-5080
4. SP(Yamaha MSP3)

ソフトウエア
PC (Steinbeg Cubase LE AI)
A! Music Server (A! 音楽ソフト）

ネットワーク
ローカル LAN (Buffalo AirStation) 



ありがとうございました。
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